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相談支援部会グループのまとめ 

グループ Aグループ：多職種連携 

メンバー 佐々木、柳沼、下田、小柳、小原、谷川、上野、松浦、田邊 

日 時 内 容（事例検討、見学等） 日 時 内 容（事例検討、見学等） 

6/2 第 1回（事例相談） 10/19 第 4回（研修会の開催） 

7/3 第 2回（事例検討・課題の整理） 11/17 第 5 回（これまでの振り返り、来

期に向けてのまとめ） 

9/26 第 3回（研修会に向けての準備）   

活動内容・検討内容 

・計画相談を担当する中で困ったことの共有、障害福祉だけでは対応しきれない時 

の繋がりの模索。 

・ライフステージ（児童期・成人期）ごとに課題を整理。 

・事例（児童・軽度知的・高齢等）を基に多職種と連携する上での課題を整理。 

・各専門分野との情報共有、意見交換、実態把握の必要性を確認。 

・家族やリスクがある人達への教育、家族へのサポートや連携、本人の幼少期の親子 

関係、本人の性教育についてテーマを絞る。 

・10/19に研修会（～支援者が学ぶ性教育について～）を開催。 

結論・残された課題など 

・研修会の振り返りとしては、ハンディキャップのある家族に対するサポートを、家族 

に学んでもらう場が必要である。 

・家族支援についての課題・取り組みについて学び、どのようなネットワークが必要か 

知りたい。 

・教育、医療関係と密な連絡、連携をしていきたい。 

・本人の担当が変わっても変わらぬ信頼関係を保っていきたい。顔の見える関係作りが

重要。 

・問題が起きてから支援に繋がるのではなく、問題が起きる前に関わりが持てる環境を

作りたい。 

来年度にむけて 

・生活指導や家庭環境、家族支援についての課題を知りたい。 

・家族支援についての取り組み・仕組みについて学び、取り組んでいきたい。 

・教育、医療関係と連携を取っていきたい。 

・特別支援学校の教師の方と意見交換をする機会を設けたい。 

 


